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新
日
鉄
が
展
開
す
る
薄
板
軽
量

形
鋼
造「
ニ
ッ
テ
ツ
ス
ー
パ
ー
フ

レ
ー
ム
®

工
法
」（
N
S
F
工
法
）が
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方

を
対
象
と
し
た
住
宅
に
採
用
さ
れ

た
。
日
鉄
物
流
釜
石（
株
）が
被
災

し
た
社
員
用
と
し
て
岩
手
県
釜
石

市
に
建
設
す
る
社
宅
で
、
昨
年
11

月
に
着
工
し
今
年
3
月
中
に
完
工

す
る
予
定
。
建
設
工
期
が
短
く
、

耐
久
性
や
経
済
性
に
も
優
れ
る
同

工
法
で
、
東
北
地
区
に
お
け
る
復

興
住
宅
の
迅
速
な
整
備
に
貢
献
し

て
い
く
。

新
日
鉄
の
直
線
形
鋼
矢
板
を
用

い
た「
鋼
矢
板
セ
ル
工
法
」が
、
香

港
人
工
島
建
設
工
事
の
護
岸
構
造

用
と
し
て
採
用
さ
れ
る
。
1
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
直
線
形
鋼
矢
板
が
約

10
万
ト
ン
使
用
さ
れ
る
の
は
過
去

最
大（
東
京
湾
横
断
道
路
の
木
更

津
人
工
島
建
設
工
事
で
約
2
万
ト

ン
）。
今
後
と
も
新
興
国
や
資
源

国
を
中
心
に
大
型
イ
ン
フ
ラ
整
備

事
業
が
期
待
さ
れ
る
海
外
建
設
市

場
で
、
直
線
形
鋼
矢
板
の
さ
ら
な

る
拡
販
に
注
力
し
、
各
国
の
社
会

資
本
整
備
に
貢
献
し
て
い
く
。

東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ（
東
京
・

江
東
区
）が
2
月
12
日
に
開
通
し

た
。
同
橋
梁
に
は
新
日
鉄
の
高

性
能
鋼
材「
S
B
H
S
鋼
」が
約

1
万
6
5
0
0
ト
ン
採
用
さ
れ
、

高
強
度
に
よ
る
軽
量
化
と
高
い

溶
接
性
に
よ
る
現
場
溶
接
作
業
の

効
率
化
で
、
従
来
鋼
材
に
比
べ
鋼

材
重
量
で
3
％
低
減
、
ト
ー
タ
ル

コ
ス
ト
で
12
％
縮
減
に
貢
献
。
世

界
初
と
な
る
全
溶
接
の
大
型
ト
ラ

ス
・
ボ
ッ
ク
ス
複
合
橋
梁
を
支
え

て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
で
大
量
に
打
ち

上
げ
ら
れ
た
津
波
堆
積
土
が
、
国

土
交
通
省
の
仙
台
港
岸
壁
災
害

復
旧
工
事
の
地
盤
嵩
上
げ
用
の

路
床
材
と
し
て
試
験
活
用
さ
れ

た（
1
4
0
ト
ン
）。
こ
れ
は
新
日

鉄
と
新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

（
株
）が
改
質
し
た
津
波
堆
積
土
で
、

港
湾
設
備
の
埋
戻
材
料
や
海
岸
堤

防
や
道
路
の
盛
土
材
料
な
ど
建
設

資
材
と
し
て
広
く
有
効
利
用
が
可

能
。
新
日
鉄
グ
ル
ー
プ
は
国
や
自

治
体
へ
復
興
資
材
と
し
て
の
活
用

を
広
く
働
き
か
け
て
い
く
。

新
日
鉄
の
西
山
将
士
選
手
が
、

1
月
15
日
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ア

ル
マ
テ
ィ
で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
マ

ス
タ
ー
ズ
の
男
子
90
㎏
級
で
初
優

勝
し
た
。
西
山
選
手
は
柔
道
グ
ラ

ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
2
0
1
1
、
柔

道
グ
ラ
ン
プ
リ
・
チ
ン
タ
オ
に
続
き
、

連
勝
を
収
め
て
い
る
。
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改
質
し
た
津
波
堆
積
土
が

災
害
復
旧
工
事
に
活
用

柔
道
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ

西
山
選
手
が
優
勝

「
Ｎ
Ｓ
Ｆ
工
法
」が

東
日
本
大
震
災
復
興
住
宅

に
採
用

「
鋼
矢
板
セ
ル
工
法
」が

過
去
最
大
規
模
で

香
港
イ
ン
フ
ラ
に
採
用

「
Ｓ
Ｂ
Ｈ
Ｓ
鋼
」採
用
の
東
京

ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
が
開
通
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第
22
回
新
日
鉄
音
楽
賞
の
受
賞

者
が
2
月
6
日
に
決
定
し
た
。
フ

レ
ッ
シ
ュ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
賞
に
萩
原

麻
未
氏（
ピ
ア
ノ
）、
特
別
賞
に
室

井
摩
耶
子
氏（
ピ
ア
ノ
）が
選
ば
れ

た
。
贈
呈
式
・
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

は
7
月
9
日
、
東
京
・
千
代
田
区

の
紀
尾
井
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。

日
豪
経
済
委
員
会（
会
長・三
村
明
夫

新
日
鉄
会
長
）で
は
、設
立
50
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、貿
易
、経
済
、教
育
、文
化
、

外
交
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
、

「
こ
れ
か
ら
の
日
豪
関
係
を
考
え
る
」を

テ
ー
マ
に
論
文
を
募
集
し
て
い
る
。
5

月
31
日
必
着
。
募
集
概
要
は
次
の
通
り
。

■ 

応
募
資
格　

年
齢
・
国
籍
不
問

■ 

賞　

日
豪
経
済
委
員
会
会
長
賞
1
点

　

 （
賞
金
50
万
円
）、
審
査
委
員
長
賞
1
点

　

 （
賞
金
20
万
円
）、
い
ず
れ
も
副
賞
あ
り

■ 

言
語
・
字
数　

日
本
語
1
万
字
以
内
、

　

 

英
語
4
0
0
0
ワ
ー
ド
以
内

※
日
豪
経
済
委
員
会　

日
本
商
工
会
議
所
、
経
済
団

体
連
合
会
、
日
本
貿
易
会
、
日
本
貿
易
振
興
会
の
4

団
体
が
中
心
と
な
り
1
9
6
3
年
2
月
に
設
立
さ
れ
た
、

最
も
歴
史
の
あ
る
二
国
間
経
済
委
員
会
の
一
つ
。

新
日
鉄
の
も
の
づ
く
り
の
魅
力

を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
た『
鉄
と

鉄
鋼
が
わ
か
る
本
』（
日
本
実
業
出

版
社
）が
、
2
0
0
4
年
初
版
か
ら

累
計
で
5
万
部
を
突
破
し
た
。
理

工
書
全
般
で
も
類
を
見
な
い
発
行

部
数
で
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
っ

て
い
る
。
同
書
は
本
誌
連
載「
も
の

づ
く
り
の
原
点
│
科
学
の
世
界
」を

再
編
集
し
、一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
。

お
客
様
を
は
じ
め
社
内
外
で
好
評

で
、
会
社
の
新
人
研
修
、
大
学
の

講
義
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

新
日
鉄
が
出
資
す
る
中
国
の
ブ

リ
キ
事
業
会
社「
広
州
太
平
洋
馬
口

鉄
有
限
公
司（
P
A
T
I
N
）」が
、

1
9
9
7
年
2
月
の
操
業
開
始
以
来
、

鋼
材
生
産
出
荷
で
累
計
2
0
0
万
ト

ン
を
達
成
し
た
。
中
国
で
は
今
後
ま

す
ま
す
高
品
位
の
ブ
リ
キ
需
要
が

増
加
す
る
見
込
み
で
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
ベ
ー
ス
に
一
層
安
定
し
た
品

位
と
生
産
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
。

名
古
屋
製
鉄
所
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
向
け
た
総
合
的
な
取
り

組
み
が
、「
２
０
１
２
愛
知
環
境
賞
」

金
賞
を
受
賞
し
た
。
新
日
鉄
は
製

鉄
イ
ン
フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
た

リ
サ
イ
ク
ル
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
全
社
で
推
進
し
て
い
る
。
名

古
屋
で
は
、
製
鉄
過
程
で
発
生
し
、

こ
れ
ま
で
リ
サ
イ
ク
ル
が
困
難
だ
っ

た
ス
ラ
ッ
ジ
類
の
完
全
リ
サ
イ
ク
ル

技
術
を
開
発
・
実
用
化

し
、
一
貫
製
鉄
所
で
の

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
体

制
を
確
立
。
廃
棄
物
の

大
幅
な
削
減
、
省
資
源

効
果
と
と
も
に
、
幅
広

い
業
界
へ
の
波
及
効
果

が
期
待
で
き
る
こ
と
が

高
く
評
価
さ
れ
た
。

www.nsc.co.jp
新日本製鉄発信のプレスリリースは、
ホームページに全文が掲載されています
のでご参照ください。
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■ 日時・場所
4月27日　ヴェライゾン・ホール
（キンメルセンター/フィラデルフィア）
4月29日　ナショナル・ギャラリー・オブ・アート
（ワシントンD.C.）
5月1日　サンダーズ・シアター
（ハーバード大学／ボストン）
5月2日　アリス・タリー・ホール
（リンカーン・センター／ニューヨーク）

■ 出演者
紀尾井シンフォニエッタ東京
ティエリー・フィッシャー（指揮）
小菅優（ピアノ）（第13回新日鉄音楽賞
フレッシュアーティスト賞受賞者）

■ 曲目 
モーツァルト：
　● 歌劇「フィガロの結婚」序曲KV492
　● ピアノ協奏曲第22番変ホ長調KV482
ベートーヴェン：
　● 交響曲第3番変ホ長調Op.55「英雄」

お問い合わせ先
公益財団法人新日鉄文化財団
TEL 03-5276-4500
米国公演鑑賞ツアーお問い合わせ先
株式会社読売旅行　法人営業課　
TEL 03-6859-4344

　東京市（当時）からワシントン
D.C.とニューヨークにそれぞれ
3,000本の桜が寄贈されてから100
年を迎える今年4月、紀尾井シン
フォニエッタ東京が待望の米国デ
ビューを果たします。
　ワシントンD.C.の国立美術館ナ
ショナル・ギャラリー・オブ・アー
トから正式招聘された、日米桜寄
贈100周年記念音楽祭のクロージ
ング・コンサートをはじめ、東海
岸4大都市での公演と重度自閉症
児の教育施設・ボストン東スクー
ルでのアウトリーチ演奏を予定し
ています。
　なお、米国でのチケットの売り
上げは、東日本大震災の被災地の
音楽活動に対する復興支援金とし
て寄付する予定です。

スケジュール

紀尾井シンフォニエッタ東京
米東海岸4大都市で初公演

日米友好の象徴
桜寄贈100周年記念音楽祭

に出演
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大村秀章愛知県知事（左）と宮坂明博名古屋製鉄所長

フレッシュアーティスト賞
萩原麻未氏
（ピアノ）

特別賞
室井摩耶子氏
（ピアノ） ©小島由起夫 ©Akira Muto
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